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Oracle Active Data Guard 
 

Oracle Active Data Guard は、Oracle Database 向けの他のソリュー
ションに伴う妥協を排除しながら、リアルタイム・データ保護と可用
性を提供します。これにより、データベース・パフォーマンスに影響
が及ぶことなく、どのような距離間においてもデータ損失ゼロのディ
ザスタ・リカバリ（DR）が可能になります。Oracle Active Data Guard
により、可用性に影響することなく物理的破損が修復され、特殊用途
のネットワーク・デバイスなしでネットワーク帯域幅が保護されます。
また、エラーが起こりやすい手動手順なしに、Oracle Database のアッ
プグレードのための停止時間が短縮されます。Oracle Active Data 
Guard は、物理レプリケーションの簡易性を使用して、DR システム
における投資回収率を向上させます。 
 

リアルタイム・データ保護と高可用性 

Oracle Active Data Guard は、ミッション・クリティカルな Oracle Database の
シングル・ポイント障害を解消するための包括的なソリューションです。これ
は、本番データベース（プライマリ）と同期している物理レプリカ（スタンバ
イ）を維持することによって、データ損失と停止時間を簡単かつ経済的に防止
します。停止が発生した場合、クライアント接続を迅速にスタンバイへフェイ
ルオーバーし、サービスを再開します。Oracle Active Data Guard は、Oracle 
Database との緊密な統合、強力な障害分離、および Oracle 対応の独自のデー
タ検証を通して、もっとも高いレベルのデータ保護を実現します。プライマリ・
データベースに影響を与えるシステムやソフトウェアの欠陥、データ破損、管
理者のエラーなどは、スタンバイにはミラー化されません。読込み専用ワーク
ロードおよびバックアップをアクティブ・スタンバイ・データベースへ送るこ
とにより、アイドル状態の冗長性が排除され、高い投資回収率を実現します。 

妥協の排除 

Oracle Database 12c の Oracle Active Data Guard 機能は、デプロイと管理が簡
単な、高性能でアクティブなディザスタ・リカバリ・システムを使用すること
により、データ保護、コスト、および複雑さにおける妥協をなくします。Oracle 
Active Data Guard により、以下が実現します。 

• いかなる距離間でもデータ損失ゼロの DR 保護を低コストで実装する方法 

• アクティブ・スタンバイにオフロードされるレポート作成アプリケーショ
ンの数を増やすことによる高い ROI 

• データベース・ローリング・アップグレードを実行する新しい自動化機能
による可用性の向上とリスクの軽減 

 

 

Oracle Database 向けのリアルタイムの
データ保護と可用性 

 

おもな機能 

• Oracle 対応の完全なデータベース保護 

• 独自の破損検出および自動修復 

• 本番環境と同期させたレプリカへの迅
速なフェイルオーバー – 手動または
自動 

• 読取り専用でオープンされている同期
スタンバイへの本番ワークロードのオ
フロード 

• フィジカル・スタンバイの使用による
データベース・ローリング・アップグ
レードおよび Standby-First パッチ 

• いかなる距離間でもパフォーマンスに
影響を与えずデータ損失ゼロの DR 
保護 

• Oracle Active Data Guard は、Oracle 
Database Enterprise Edition に付属す
る基本的な Oracle Data Guard 機能の
スーパーセットでもあります。 

 

おもな利点 

• Oracle Database に対する最善の保護 

• 最高のパフォーマンスの DR 保護 - あ
らゆるワークロード、制限なし、簡単
な管理 

• 最小のリスク – スタンバイ・データ
ベースの Oracle およびユーザーによる
継続的な検証 

• 最高の可用性 – シングル・ポイント障
害を排除する迅速なフェイルオーバー 

• 包括的 – 計画保守と計画外停止の両
方に対処 

• 単純な物理レプリケーションの使用に
よる最小の労力での高い投資回収率 
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Active Data Guard Far Sync - いかなる距離でもデータ損失ゼロ 

Far Sync は、プライマリ・サイトからどれだけ離れた場所であっても同期化し
たスタンバイ・データベースを維持することにより、コストや複雑さを最小限
に抑えて、パフォーマンスに影響を与えることなく、本番データベースでのデー
タ損失ゼロの保護を実現します。Far Sync インスタンスという新しいタイプの
Data Guard 宛先は、プライマリ・データベースから変更を同期的に受信して、
リモート・スタンバイに非同期的に送信します。本番環境を、データ損失をゼ
ロに保ちながら、手動または自動でリモート・スタンバイ・データベースに迅
速にフェイルオーバーできます。 

Far Sync インスタンスは、制御ファイルとログ・ファイルのみを管理する軽量
エンティティです。スタンバイ・データベースのわずかな CPU、メモリ、およ
び I/O を必要とします。ユーザーのデータファイルを保管することはなく、リ
カバリを実行することもありません。その唯一の目的は、プライマリ・データ
ベースをリモート宛先へのサービス提供から透過的にオフロードすることです。
Far Sync インスタンスは、Oracle Advanced Compression を使用して転送の圧
縮を実行することにより、ネットワーク帯域幅を節約できます。 

ニューヨークにプライマリがあり、ロンドンにスタンバイがある非同期の Data 
Guard 構成を例に挙げてみましょう。データ損失ゼロへのアップグレードは、
Active Data Guard を使用して、ニューヨークの同期レプリケーションの距離
（240km 未満）以内に Far Sync インスタンスをデプロイするだけです。既存の
環境が中断されることはなく、独自仕様のストレージ、特殊なネットワーク、
データベース・ライセンスの追加、複雑な管理なども一切必要ありません。 

Active Data Guard スタンバイへのレポート作成オフロードの拡張 – ROI の向上 

Active Data Guard は、高度にパラレル化されたプロセスを使用してスタンバ
イ・データベースに変更を適用し、最高レベルのパフォーマンスを実現すると
同時に、プライマリ・データベースと同じ読取り一貫性モデルを使用する点で、
他に類を見ません。これは、読取り専用ワークロードをアクティブ・スタンバ
イにオフロードするうえで魅力的です。 

グローバル一時表への書込みや一意のシーケンスへのアクセスという要件を除
き、読取り専用データベースを使用することが望ましいレポート作成アプリ
ケーションも多く存在します。Active Data Guard には、アクティブ・スタンバ
イでのグローバル一時表への書込みや一意のシーケンスへのアクセスを可能に
するための Oracle Database 12c の新機能が含まれています。これにより、プ
ライマリ・データベースからオフロードできるレポート作成アプリケーション
の数がさらに増えます。これらのすべての機能を提供できる物理または論理レ
プリケーション・ソリューションは他にありません。Active Data Guard に比べ
ると、1 つ以上の領域に 1 つずつの代替ソリューションでは不十分です。 
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Active Data Guard によるデータベース・ローリング・アップグレード – 計画
停止時間の短縮 

Oracle Database 12c よりも前のデータベース・ローリング・アップグレードで
は、複雑な手動手順が必要でした。複雑さは常にリスクを増大させるため、当
然のことながら、多くの物理スタンバイ・ユーザーが、比較的単純な従来のアッ
プグレードを使用しました。ただし、これらの方法では停止時間が長くなり、
結果が確実になる前にアップグレードが本番データベースのコピー上で実行さ
れるため、まだリスクの要素があります。 

Oracle Database 12c の新機能である Active Data Guard を使用したデータベー
ス・ローリング・アップグレードでは、ローリング・データベース・アップグ
レードを実行するために必要な 40 を超える手動の手順を、このプロセスの多
くを自動化する 3 つの PL/SQL パッケージに置き換えることによってこの問題
を解決します。この新しい自動化は、ユーザーを新しいバージョンに移行する
前に本番環境の完全なレプリカに対してすべての変更を実装し、徹底的に検証
することによって、計画停止時間の最小化およびリスクの軽減を簡単にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

Oracle Active Data Guard について、詳しくは oracle.com を参照するか、+1.800.ORACLE1 でオラクルの担当者にお問
い合わせください。 
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